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	応用
	抗原情報
	背景
	内因性オピオイドペプチドおよびモルヒネなどのオピエートは、膜結合型オピオイド受容体を介して薬理作用を伝達します。薬理学的研究と分子クローニングにより、μ型、δ型、κ型の3種類のオピオイド受容体が同定され、それぞれMOR-1、DOR-1、KOR-1とも呼ばれています。MOR-1はβエンドルフィン受容体、DOR-1はエンケファリン受容体、KOR-1はダイノルフィン受容体です。これら3種類のオピオイド受容体は高い相同性を有し、Gタンパク質共役受容体スーパーファミリーに属します。オピオイド受容体は、本能的な行動や感情など、脳の様々な機能を調節することが示されている。この調節には、カルシウムイオン電流を減少させ、カリウムイオン伝導性を増加させることによって神経伝達物質の放出を抑制することが関与していると考えられています。
	研究分野
	神経科学
	画像データ
	

	ホスホカッパオピオイド受容体 (Ser369) 抗体を使用した、さまざまな溶解物中のホスホカッパオピオイド受容体 (Ser369) のウエスタンブロット分析。
	

	ホスホKOR1（S369）抗体を用いたラット腎臓溶解物中のホスホカッパオピオイド受容体（Ser369）のウエスタンブロット分析。
	

	リン酸化κオピオイド受容体（Ser369）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学分析。抗原賦活化には、高圧高温Tris-EDTA pH 8.0を使用しました。右側はブロッキングペプチドを添加したサンプルです。
	

	リン酸化カッパオピオイド受容体 (Ser369) 抗体を使用した NIH/3T3 溶解物中のリン酸化カッパオピオイド受容体 (Ser369) のウェスタン ブロット分析。右側のレーンはリン酸化ペプチドでブロックされています。

